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調査日　群馬県森林組合連合会共販所　4月1日

　今日から令和８年度が始まる。　今年は年度の初日が市日となった。

新年度の滑り出しはイランの戦争の影響が大きく、様々な事が変化している。

今の所ガソリン・軽油などは政府の対応が功を奏して暴騰せずに済んでいる様でむしろ安くなっている。

この安さは資源の無い我が国にあっては有限な物であることは誰の目にも明らかで、かえって不安定さを

感じる。　大戦後８０年間戦争をしていないわが国にとって、ロシアのウクライナ侵攻や今回のアメリカの

イラン攻撃は、理解し難い事柄で世界大戦の戦勝国が”二度と戦争を起さない様に”と言う為に

設立した国際連合は全く機能せず、敗戦国であった日本が参加を渋られている”安全保障理事会”

に至っては、常任理事国が堂々と他国を侵略している有様である。イスラエルに至っては虎の威を借る狐

で、国内の政権不信を抑えるのに戦争の恩恵に預かっている。

　歴史の中の戦国時代の様な事態をどう理解したら良いのか？これからどうなるのか？が判らず

日本の国内事情は不安定な上に不安定を重ねた様な状態である。　この不安が円安に拍車をかけ

更に不安感が広がる結果に繋がっている。

ガソリンなどの値上がりはある程度抑えられているが”ナフサ”などに関連する物資は手当が付かず

木材業界では接着剤・断熱材など多岐にわたり　更にこれら由来の建材がドンドン値上がりしている様だ。

　　元々元気が無かった住宅着工件数が更に減少に向かっている。　

一般的に人が家を建てようと思うのには、それなりの決心がいる。それは先々の世相や自己の

経済展望が安定していなければ、決心などつくものでは無い。

また昨今　木材を多用する方向にある公共事業も、使うのは原則として集成材を使う。　接着剤の供給が

怪しいとなれば、こちらもブレーキになる要素である。

　そこで”国産材の　K　D　材　(人工乾燥材)に視線が向いてくる期待が出来る”と見る向きもある。

住宅産業が厳しい局面にあるのは違いないが、僅かな隙間から可能性を見出してそこに精力を注いで

行く努力は、今後の木材活用の突破口に繋がるかも知れない。

しかし汎用性のある中小の工場に比べ、柱材生産に特化した大型工場は、その生産能力の高さゆえに

小回りが利かず、需要が狭まる木材業界の中で供給バランスが悪くなる事は深刻な状況である。

需要が拡大傾向にあるうちは高い生産能力が有利に働くが、住宅着工件数が減る中で柱の需要が

落ちていても、ひたすら柱材を生産し続けなければならない。　ここで生産される国産木材の　K　D　材　に

視線が向けられるかどうかが、ピンチを切り抜ける”針のメド”となるかだが、柱だけでは家は建たない。

汎用性のある工場では　「この”針のメド”をチャンスとして物にしよう。」　「何しろ僅かなチャンスの期間

が、１　に対して逆風の期間は　５～６・7　以上だ」　「僅かなチャンスを見逃した者が消えてゆく。」

などの言葉に中に”何とか生き延びよう。”と言う切迫感が伝わってくる。　3.0ｍしか挽けない大型工場を

生かすも殺すも、この人たちの才覚に掛かっているように見えた。

　WEB入札になって、大量の原木を集める大型工場は楽になったんじゃないか？　と問うてみた。

県森連の渋川工場は別として、加工協同組合の東泉専務は相変わらず市場を飛び回って、現物を

見極めて札を入れているそうである。　やはり写真だけでは札は入れられないと言う。

県森連のWEBシステムに載っている写真は、公平を期すために１椪に付き３枚の写真が見られる様に

なっている。　正面の全体写真・木口方向の全体写真・年輪の拡大写真　といったところだ。

しかし　買い方が見たいのはもっと詳細な部分で、例えば”クサレ”と表示されている物件の場合、クサレの

部分を詳細に見たい。と言う。クサレの場所や程度によっては全く問題が無い場合もあれば、例えタダでも

廃棄に費用が掛かってしまう物もあって、やはりどこまでも現物を見なければ買えない。市場巡りはルーティン

であり、市場に見に来てスマホで入札している。　”なんのこっちゃ”の感が有るが、開札だけは早い。

買い方が市場に顔を見せてくれているお陰で、私は取材が出来ている。



調査日　素材生産協同組合　4月7日

  今回の市も前回の報告と同じく出荷量は多い。前回の報告時ほどでは無いが　８００㎥程は出ている。

国有林の発注がまだ出ていない今は、素材生産業者の活躍の時季である。

　特記すべきは、広葉樹が多かった。樹種も色々だし長さも色々なので、物件数が増え、いよいよ

通路が潰れてきた。素材生産業者が請け負った山にある木は広葉樹も含めてみんな売物だからこうなる。

さらに庭木や屋敷林の伐採なども請け負う。　これは伐採費用を申し受けて伐る訳だが、伐採木の

枝や幹の処分にも費用が掛かるため、これも伐採費用の中に入っている。その中で枝葉の部分は

処理場で粉砕し又、燃料や土木用の法面保護材に生まれ変わるのだが幹の太い部分は

重い分さらに費用がかさんでしまう。　そんなのは市場へ持ってくる物がある様だ。

　県森連の市でも”どう考えてもこれはゴミだろう。”としか思えない様な物が出品されて居残っているが

こちらの市でも”とても売り物とは思えない物まで並んでいる。　例え安くても売れさえすれば処理費用は

軽減できる。　こんな物も受け入れなければならないのは。現在の原木市場の宿命であり、課題でもある。

ケヤキなどは巾が　5ｍｍ　を超えるような目割れが木口を2/3周するほどの物が出ていた。

そもそも、今のケヤキは人気の無い樹種である。　伐採を頼まれ・処理用まで貰って・市場に捨てに来る。

ケヤキなら今は鉄骨を積むときのパッキンとして、需要が有る事はある。　4,000～5,000円/㎥位だが、

こう言う物を生産する業者は零細企業か若しくは、ご隠居の道楽仕事と言った所で、消化する量は少ない

こう言った広葉樹は素材生産業者ならではの副産物ではあるが、この広葉樹の出品も含めて

今の素生協の市は、本来の素材生産業者の為の物になり、出荷者が生き生きと出材している

ように見える。　本来の針葉樹生産は　720㎥　程もあり、県森連の大量原木流通システムの形とは

一線を隔している。　　大量のシステム販売は受け入れ工場で、丸太の　A・B・Ｃ等級を選別できる能力

を有している事が求められる。　それ以外の業者は国有林なりのシステム販売を貰っても選別が不十分

のまま受け入れる事になる。　４.０m中目材は板などにするため多少融通が利くが、柱材は逃げ場がない

　大量の流通は、時代の流れである。　大量生産・大量取引・大量消費　の流れの中に木材の優劣を

問う関門は無い。　現在主に生産している50年生位の木ならそれでも良いだろう。

　しかし、100年以手入れを続けた木もまだ残っている。　それらは、現在効率重視で伐っている林分の

中にも存在する。これらも一緒に大量生産ルートに乗せられるが、他の木と違うため、むしろ厄介者

になっているケースも多い。　その事とは裏腹に伝統工芸を受け継ぐ職人さんたちが使う”良い材”が

手に入らなくなっている。「良材が無くなればこの仕事も私の代で終わりになる。」と言う。

　職人さんたちが欲しい木は何処にあるのか？と言えば、大量消費材の中で鼻つまみの目に遭っている。

大量取引が大動脈時代を作る中で、他の毛細血管へのルートが不健全になっていないだろうか。

　古希を過ぎた自分の身に映して見ると、丸太の動きに不健康さを感じ、未病の時期である事が判る。

この交通整理をするのは、伐採師を置いて他にない。　丸太の大量取引の出発点はプロセッサーの

オペレーターの指先ひとつから、出発するからだ、

かつて吾妻森林組合が中之条町森林組合だった頃”今後はケヤキの売り先に困る事は無い。近くに

太鼓屋が出来た。そこで買ってくれる。」　と話していたが、私は現在その太鼓屋さんと付き合っている。

私が現役の頃、そういった職人さん達とのパイプも持っていた。大胡の葬儀屋さんには、自ら白木のお膳

や塔婆や棺を作る人がいたし、渋川には”面打ち師がいて天然ヒノキが出れば連絡していた。

その他　仏壇屋さん、木型屋さん・指物師・経木屋さんなどの顧客が居た。　その人たちも材料なくて

後継者が育てられずに、廃業した人も少なくない。

　以前私の義父が「これ見てよ。知らない事は恐ろしいね～。」と言って処分を頼まれた木で薪割りを

していた。気を利かせて４０㎝位に短くして持ってきてくれた物が、見事なクロガキだった。高価だが薪である。

伐採師たるもの、木の使い道を良く知り、使われるべき所へ、材を届けられるスキルを持ちたいものだ。


